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	（１）答申書（抜粋）

	「市川市環境基本計画」及び「市川市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の改定にあたっては、地球温暖化の進行など急速に進む環境の変化を鑑み、環境変化への危機感や、将来のために市民や事業者、市がやるべきことを分かりやすく示し、これらをしっかり伝える必要があることから、特に以下の事項について留意して取り組まれたい。
	市川市では、第二次市川市環境基本計画に基づき、5つの施策の分野として「地球環境」「資源循環・廃棄物」「自然環境」「生活環境」「協働」における取り組みを実施してきました。
	このことにより、市民一人あたりのごみ排出量の削減や自然環境の保全再生や自然とのふれあいの場となる公園・緑地の整備などの施策が進展しました。
	一方で、二酸化炭素排出量削減や資源化率の向上等、現計画の目標達成が難しい分野も見られます。
	また、最近では、異常気象の増加をはじめとした気候変動への対策や、プラスチックごみの海洋汚染といった新たな課題も生じており、これらの課題にも適切に対応していくことが求められています。
	このため、第三次市川市環境基本計画では、これまでの取り組みを踏襲するだけでなく、時代や環境の変化に伴う新たな視点や課題等に的確に対応していかなければなりません。
	また、国際的には、SDGsやパリ協定が採択され、国内でも、第五次環境基本計画の閣議決定や気候変動適応法が制定されるなど、環境政策においては、地球温暖化をはじめとした環境問題への取り組みを強化していくことが世界の共通認識となっています。
	このような状況を踏まえ、市川市環境基本計画の改定にあたっては、以下の事項に留意して計画を策定する必要があります。
	（１）計画の基本的事項
	環境の保全及び創造に関する施策の推進にあたっては、市民・事業者・市の各主体がそれぞれの役割を認識し、積極的に行動していくことが重要である
	中でも、市川市は行政の主体であるとともに一事業者、一消費者でもあることから、各主体が施策を推進するにあたっては、市民や事業者の役割を示すだけでなく、市の率先行動が必要である。
	（２）環境の現状と課題
	施策ごとに設定した指標の実績値の変動要因を分析し、取り組みの成果と課題を的確に把握した上で、施策を打ち出していくことが求められる。
	また、次期計画の計画期間である今後10年間で市川市を取り巻く環境の状況は変化していくことが予想されるため、将来の変化も考慮されたい。特に、深刻化していく気候変動による市民生活や産業への影響等について危機感を共有されたい。
	（３）計画の目指すべき方向
	次期計画では、世界共通の目標であるSDGsのゴールと取組内容を関連づけ、SDGsの考え方を市民や事業者に広く知ってもらうことが必要である。
	そこで、計画で示すSDGsのゴールは施策と関連性の高いものに絞り、読み手が分かりやすい計画とされたい。
	また、SDGsのゴール17「パートナーシップで目標を達成しよう」は、全ての基本理念との関わりが分かるようにされたい。
	（４）施策の分野と方向
	基本目標である「みんなで築く　身近に自然を感じる文化のまち　いちかわ」の実現に向け、各分野の施策の実施にあたっては以下の点に留意して取り組まれたい。
	① 地球環境
	・太陽光発電システムや家庭用燃料電池（エネファーム）、蓄電池等につい　　て、普及させるためにはどうしたら良いか具体的に示すこと。
	・気候変動への適応策については、近年頻発する極端気象等への備えを記載すること。
	② 資源循環・廃棄物
	・今は「３Ｒ」にリフューズ【ごみになるものを断る】とリペア【ものを修理して使う】の考えを取り入れ、「５Ｒ」を採用している自治体もあるが、それらの考え方を整理した上で、市川市として何に取り組むか示すこと。
	・循環型社会を実現する上では、製造者及び消費者の責任を明確にすること。
	③ 自然環境
	・「生物多様性」という言葉がより身近に感じられるように、分かりやすく示　　して普及啓発を進めていくこと。
	④ 生活環境
	・快適な生活環境の整備には、「安全・安心」の視点を盛り込むこと。
	⑤ 協働
	・SDGsのゴールに紐づけた、市川市らしい環境学習や啓発を実施すること。
	・市民啓発や環境学習を通じて、SDGsの考えを市民や事業者に理解してもら
	うこと。
	（５）環境に配慮した具体的行動
	市民や事業者が環境問題を自分ごととして捉え、一人ひとりが環境に配慮した行動を実践してもらうようにするため、日常生活や事業活動において取り組むべき具体的な行動を、次期計画で示すことが望ましい。
	その際は、市民や事業者の取り組みが分かりやすいよう、「明日からやること」「時間をかけてやること」のように、優先順位をつけて行動例を示されたい。
	また、行動を習慣として落とし込んでいくことが大切であり、市民や事業者が環境配慮行動をすることによるメリットを示すなど、動機づけになる仕組みづくりを検討されたい。
	（６）計画の推進
	計画に基づく施策の実施にあたっては、客観的な視点により環境の現状と課題を把握してフィードバックを行い、必要に応じた新たな施策の実施や既存の施策の柔軟な見直しを行っていくべきである。
	そこで、施策の進捗を評価するための指標の設定にあたっては、下記の点に留意されたい。
	① 指標の目標値については、2030（令和12）年度までを一括りに示すのではなく、短期・中期・長期などに分けて目標値を設定すること。
	② 指標の目標値で数値化できるものはなるべく数値化すること。
	③ 指標の評価方法を、分かりやすく示すこと。
	（２）環境審議会委員名簿
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